
 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

表題「てるびっと」は前京都府知事荒巻禎一様の直筆で、 
インドネシア語（京都府友好国）で「あけぼの」意味です。 
京都府の花「しだれざくら」木「北山杉」鳥「オオミズナギドリ」を 
戸塚フランス刺繍で表したものです。 
 
 

 
海外研修ＫＹＯのあけぼの会 入会のご案内 

 
私たちは、地域社会のリーダーとして、国際交流の促進や環境保全に取組 

むために、毎年研修旅行や、女性の自立と社会参画を促進する事業を実施し 

ています。世界遺産等の訪問地では、自然環境の保全と観光による地域活性 

について学ぶなど、男女共同参画による地域社会づくりを目指しています。 

 

★ 活動にあたって 

１ 人とのつながりを大切に 

２ 実際に行動する 

３ まわりの多くの人に伝える 

資質向上のための研修会・国内外研修旅行 

あけぼのフェスティバルに参画・機関紙「てるびっと」の発行 

              ★年会費／３，０００円 
 

☆主な研修地   ２００５年 米国アスペン 京都の歴史・水力発電の源をたずねる 

                ２００６年 世界遺産・熊野古道の歴史、自然、環境から学ぶ 

                ２００７年 スイス・チューリッヒで教育・福祉等で活躍する女性と交流 

                ２００８年 世界遺産・石見銀山の文化的景観を訪ねる 

                ２００９年 世界遺産・知床の温暖化対策と流氷トラストに学ぶ 

                ２０１０年 イギリス湖水地方のナショナルトラストに学ぶ 

                ２０１１年 大地の公園・山陰海岸ジオパークの地域おこし 

                ２０１２年 海洋島・小笠原諸島の自然保護活動 

                ２０１３年 デンマーク･ロラン島の風力発電・自然再生エネルギー 

                ２０１４年 世界遺産登録を目指す五島列島の地域活性化と女性の活動 

         
 

編集後記 

昨年 5 月に、「日本創生会議」というところが、2040 年までに若年女性が半減し、社会保障の維持、 

雇用の確保が困難な「消滅可能性都市」が 896 市町村あるとされ、京都の町村も上位ランクにしめされて 

おります。 

18 年前、「限界集落」に直面した右京区京北（当時京北町）で地場産業である林業が低迷し、「自分 

の町を元気にしたい」と女性林業家グループが立ち上げられたりするなかで、「木のポストシティづく 

り」とか「杉の木のいぶり漬物」「舞茸栽培」や「クロモジ茶づくり」に取り組み、女性が意欲を持っ 

て働ける環境づくりに努力しています。 

今年 1 月、「地方創生フォーラム」講演会を聴講する機会を得ました。近畿各地で地域づくりに取り 

組まれている農業や漁業、観光、サービス業の方たちの「地域活性化」への熱い思いに接すると共に、 

女性力を発揮するために、職業を持たない女性の意識改革や、男性や企業の意識改革が急務であるこ 

とを痛切に感じました。京都府における新たなステージである「全ての女性が輝く京都づくり」の一 

翼を担ってまいりたいと思います。（一瀬裕子） 
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                             ごあいさつ      

 

会員の皆様におかれましては、ご健勝にてご活躍のこととお喜 

び申しあげます。 

日頃より海外研修ＫＹＯのあけぼの会の活動にご理解とご協力 

を賜り、心より御礼申しあげます。 

昨年は、長崎県五島列島への自主研修を実施いたしましたとこ 

ろ、多くの方々にご参加をいただきました。厳しい信仰の歴史や 

五島の観光産業、世界遺産登録に向けた町の活性化について学ぶ 

機会に恵まれ、有意義な研修となりましたことを大変嬉しく存じ 

ております。 

さて、当会も 1989年の設立以来、地域社会活動のリーダーとし 

海外研修ＫＹＯのあけぼの会  ての資質向上に努めると共に、女性関係団体相互のネットワーク 

会長  田中田鶴子   づくり及び国際交流の促進に期することを目的として活動して参 

りました。設立当時、京都府では、男女共同参画の 21 世紀社会を

目指す行動計画として「KYO のあけぼのプラン」が策定され、国の男女共同参画社会形成の推

進の流れに沿う形で、私たちもその実現に向けて歩み出しました。それから月日が経つのは早

いもので、間もなく 30年の節目を迎えようとしております。 

振り返りますと、女性を取り巻く環境も当時と今とでは課題も様変わりしております。今ま

さに男女共同参画社会づくりは転換期を迎え、我が国最大の潜在力である「女性の力」を最大

限発揮できるような「すべての女性が輝く社会づくり」を目指して社会が動き出そうとしてお

ります。当会もそういった意味では、会のあり方や活動内容を考え直す時期を迎えているよう

な気がいたします。 

京都府 府民生活部 男女共同参画課のご指導のもと、新しい展開ができればと思いますので、 

今後とも会員の皆様におかれましては、ご理解とご協力を賜りますようお願い申しあ 

げます。 

 
                      

 

 

日時：平成２６年４月１４日（月） １０：３０～１４：３０  

場所：京料理 筍亭（京都市西京区） 

 
 総会  １ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 来賓紹介 

４ 来賓祝辞 

５ 議長選出 

６ 議事 ①２０１３年度事業・決算報告 

②２０１３年度監査報告                  

        ③２０１４年度事業・予算（案）審議 

昼食交流会                        
                                        京都府大谷参画監のご挨拶 

 

「華麗学～ジェロントロジーとは～」 11 月 8 日 関根千佳さんの講演資料より 
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第２６回ＫＹＯのあけぼのフェスティバル２０１４ 
ワークショッププログラム 

海外研修ＫＹＯのあけぼの会・京都商工会議所女性会 

 

当海外研と京都商工会議所女性会は連携しあって、あけぼのフェスティバルに取り組んでいるが、今

回は「長崎県五島列島」の歴史・産業・観光・教会群の世界遺産登録にむけて「地域おこし」に取り組ま

れている姿を紹介すると共に、京都の私達も「チャレンジ＆交流」をテーマに「地域を元気に出来るのは

女性だ」という視点で発表に臨んだ。 

 

日時  平成２６年１１月８日（土）  
    

場所  京都テルサ   参加者 ６４名 

 

１ 開会挨拶 海外研修ＫＹＯのあけぼの会 

会 長  田中 田鶴子                          田中会長 
                                     

２ ＤＶＤ発表 

 「長崎県五島列島を訪ねて」 
発表者「五島の全体像」  岡野 路子 

         「歴史・風土」    木下 惠子 

         「産業・観光」     奥谷かをる 

「信仰・教会」     山科 昌子 

         「旅の終りに」     一瀬 裕子 

         「映像編集」      神田 尚子                             ワークショップ会場 
 
                                      

３ 講演「華麗学への招待～いくいつまでもカラフルで～」 

講師 同志社大学教授・株式会社ユーディット会長  

関根 千佳 さん 

 
   「ユニバーサルデザイン」「ジェロントロジー 

（加齢学＝華麗学）」という分野の興味深い内容 

で、生涯学び続けるための示唆に富んだお話を 

きいた。「生涯勉強」「老いても挑戦する」「こ 

れからこそ、いまだからこそ役に立てる」等、              関根千佳さん 

有意義であった。（７ｐに関連記事）                      

  

                                         

４ 閉会挨拶 

京都商工会議所 

女性会  

中西たえ子会長 

 

満席の会場 

 

ごあいさつ 
                                            

海外研修ＫＹＯのあけぼの会の皆様方には、日頃から京都  

府の男女共同参画行政の推進はもとより、府政全般にわたり、格

別のご支援とご協力を賜り心から感謝申し上げます。 
昨年は、「五島列島」での研修を実施され、その成果をあけぼ

のフェスティバルで発表いただきました。五島列島の美しい自然、

教会群を通じた文化、歴史の紹介、そして、厳しい人口減少の中

での地域活性化策など、課題を的確に捉えた研修を実施されてい

ることに敬意を表します。 
海外研修ＫＹＯのあけぼの会の皆様方には、平成元年の結成以 

降、京都府の男女共同参画推進、女性の活躍推進を中心となって 
京都府府民生活部男女共同参画監  担っていただき、この取組は大きく前進しました。 

大谷 学     しかし、今、地方消滅とまで言われる少子化・高齢化など、 
  時代は大きな転換期をむかえております。 

「すべての女性が輝く社会をつくる」 今、国において最重要課題と位置づけられております。 
我が国の最大の潜在力である「女性の力」を最大限に発揮できるようにすることで、あらゆ

る分野に多様な価値観や新しい視点、創意工夫をもたらすことができます。 
女性が輝くことは、誰もが暮らしやすい社会、活力のある社会をつくることにつながります。 
京都府においては、これまで、海外研修ＫＹＯのあけぼの会をはじめ、多くの団体の皆様の

力をいただき、男女共同参画施策を進めてまいりました。この大きな転換期に国の動きを踏ま

えて、新たなステージへ歩みを進めるためにも、皆様のお力がますます必要です。 
引き続き、京都府の男女共同参画社会づくりに、一層のご支援、ご協力を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 
                                                       

 

 

 

             
出席会員３５名、委任状３５名の出席を得、開催。田中会長の挨拶に続き、京都府府民生活部大谷

学男女共同参画監のご挨拶のあと、議事に入り、決算・予算について審議いただき総会を終了した。 

 

講演 「細川ガラシャの生涯に学ぶ」 

講師 京都西山短期大学講師 百瀬ちどりさん 

 
長岡京の発掘調査や長岡京市史編纂に携わり、長岡 

京の歴史に詳しい百瀬ちどり先生から、戦国時代という殺 

し合いの不幸な時代にあり、また誰に生まれたかで一生が 

決まる時代に生きたガラシャについてのお話をお聴きした。 

キリシタン禁制下にキリスト教徒としての信仰を貫き、あるがま 

まを受けいれ、生ききった人であると知る。今は女性も個人の 

努力で運命が開ける時代、よりよく生きようと。講演ののち、ガ 

ラシャが結婚生活を送った勝竜寺城址をたずね、研修を深めた。       百瀬ちどりさん 
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祈りの島 

五島列島の旅 

長崎の西に浮かぶ五島列島は、奈良・平安時代の遣唐使の寄港地、海外貿易の拠点として繁栄する。

キリスト教の伝来で中心となった長崎だが、明治初めまで弾圧が続き、潜伏キリシタンという特異な

信仰の歴史を持つ。信仰が自由になり島々に建てられた教会は５０余。この教会群を地域活性化に

繋げるため世界遺産登録をめざし、また、女性たちを中心に「椿・棚田米・芋・魚」で「地域おこし」「暮

せる島づくり」が進められています。 

 

 

 
 

 
                   
 
 
 
 

 
木口汽船専務、世界遺産長崎チャーチトラスト理事木口利光さん            世界遺産目指す五輪教会  

若い人が働ける町に、信仰の場を守りながら観光との調和を！ 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久賀島女性会との交流                   久賀島案内人             観光は電気自動車で 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

五島のシンボル鬼岳（火山）             殉教者のあった牢屋の窄教会 

                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木口利光先生を囲む研修旅行参加者（敬称略）左から  

山田 美雪 柴田 栄子 宮本敬子 安井二三子 磯部みつ江 神田尚子 藤谷美都子 瓜生美恵子 木口利光先生  

田中田鶴子 奥谷かをる 岡野路子 湯川美栄子 堀谷二三子 山科昌子 一瀬裕子 西村温子 大谷陽子 木下惠子    

 

★旅の感想 

 
★五島の全体像   

西海国立公園の雄大な景観と、美しい海と砂浜、豊富な海産物, 教会群が美しい風景に溶け込んでいる。 

信仰と観光の両立を願い、祈りと癒しの島として平和な世界を残す活動が続きますように。教会群が世界

遺産に登録されて、後世につながりますようにとねがいました。             （岡野 路子） 

★歴史・風土    

遣唐使の寄港地となり、中世にキリスト教が広まるが、キリシタン禁教令がしかれ、信者は隠れキリシタン

となり、明治まで迫害の歴史が続いた。いつの時代にも文化が行き来した重要な島である。「離島だからで

きること」が次代につなぐ合言葉だとききました。                   （木下 惠子） 

★産業・観光      

  漁業が主産業で、江戸時代は捕鯨が栄え、近年は「近大マグロ」で有名なクロマグロの養殖が盛んです。

畜・農業では五島牛、米、葉たばこ、トマト、うどん、塩、椿。一方で、環境に配慮した再生可能エネルギーの島

として発展を目指しています。電気自動車の導入や洋上風力発電も設置されていました。  （奥谷かをる） 

★信仰・教会     

  明治になって信仰が自由になると、「祈りの場」である教会を作り始めました。五島生まれの大工が外人

宣教師に指導をうけて建てた教会は洋と和が融合した独特の雰囲気があります。島に自生する椿をデザ

インしたステンドグラスが綺麗でした。                        （山科 昌子） 

 

祈りの島五島の教会群 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

                           国指定重要文化財             国指定重要文化財 
水ノ浦教会/五島市         頭ヶ島天主堂/上五島町      青砂ヶ浦天主堂/上五島町 
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